
【午前・防災 BBQ】
※裏面も参照
◎火の簡単な起こし方や
被災時に調達しやすい食
材、被災時の食生活、参
加型を意識した防災組織
の重要性、炊き出し時の
心構えなどについて解説
し実際に BBQ 体験。

【午後・丸太切り体験】
◎「家族で、木や竹をた
おしてみよう！」子供で
も安全に木を倒すことが
できる、ノコギリでの伐
採体験です。広場に丸太
を立てて切ってみます

（そのほかウッドキャン
ドルやチェーンソーアー
トの実演なども予定）。

京都府では、ビジネス的な手法で継続的な地域づくりを目指す「京都ちーびず（京都地域力ビジネス）」を推進しています。ちーたび（地元ガイドの交流ま
ちあるき）は、地域のちーびずを体感・応援する民間と京都府との協働広報事業です。《問い合わせ先：京都府地域力ビジネス課 電話：075―414―4865》

2016 年３月 20日（日）※雨天決行

午前 10:10 綾部市里山交流研修センター（里山ねっと・あやべ）集合
会場＝京都丹州木材市場（整地エリア）15:00 頃終了　定員＝ 20 人
参加費（昼食 BBQ 体験・保険料込）2,000 円（小学生 1,000 円・小学生未満無料）申込必要（3/10 木〆切）

「森の京都」を体感！家族で楽しめる「小さなもくもくフェスタ」with ちーたび

「防災BBQ」と丸太切り体験！

Who’s he?
So cute!

Ｋyo-Kuksaの魅力をもう少し…

・雨天決行です。
・スケジュール内容は場合により一部変更の可能性があります。・歩きやすく、汚れても良い服装でのご参加をおすすめします。・薪割り体験をご希望の方は軍手と薪持ち帰り用の袋をご持参ください。

参加申込書

FAX:0773-45-3518

お申込み
一般社団法人 京都府北部地域・大学連携機構：京都府福知山市字堀 3370 成美大学内Tel: 0773-45-3517　Mail: chiibiz@cuanka.org（担当：松井）お申し込みは電話・メール・FAXでお願いいたします。

今回のガイドの伊東さんのもう
一つの顔。
チェーンソーアートの第一人者
なんですよ～♫

伊東さんが加工した
Kyo-Kuksaをみんなで仕上げます！
今回のちーたびでは特別に新アイテムのスプーンも選べます。

　人を思いやる気持ちとモノづくりの楽しさを
味わってもらうために、Kyo-Kuksaはあえて完
成品にはせずに60％～80％の完成品のキット
形式で販売をしています。　
　Kuksaを手づくりする良さは作っている間に
贈る相手のことを思いながら少しずつ仕上げ
ていく、手間暇をかけてつくられたKuksaはた
とえ不格好であっても心のこもった世界に1つ
のプライスレスな贈り物になるのではないで
しょうか？

将来、大人になったお子さんと思い出の詰
まったKyo-Kuksaでちょっと一杯はいかが
ですか？

当日のちーたび＆ワークショップをお楽しみに！

完成！

凛 し々い！

齢

薪割り体験 希望 （オプション、無料）

森本隆さん（京都 BBQ 協会／防災士）伊東和哉さん・伊東昌紀さん（伊東木材）森慎一（里山ねっと・あやべ）

【主催】京都丹州もくもくフェスタ実行委員会　【協力】京都ちーたび
【問い合わせ・申込み先】※裏面に申込用紙があります

綾部里山交流大学事務局（NPO 法人 里山ねっと・あやべ）
〒 623 － 0235 京都府綾部市鍛治屋町茅倉９番地
電話：0773-47-0040　FAX：0773-47-0084　http://ayabesatoyama.net

第40回全国育樹祭記念行事

【スケジュール】　※野外活動に適した服装や靴で参加ください。
　　　　　　　　　   軍手・ヘルメット等は当日貸し出しできます。
10:10    …………… 綾部市里山交流研修センター（里山ねっと・あやべ）集合
　　　　　　　　　　（10:03「かじや（里山交流研修センター前）」着のあやバス西坂線あり）
10:10 ～ 10:30……春の里山歩き（散策を兼ねて木材市場に移動・約 500m）
10:30 ～ 13:30……「防災 BBQ」を理解し実践しよう（指導＝森本隆さん）
　　　　　　　　　　　（ジビエ活用として鹿肉を含む）
13:30 ～ 15:00……ノコギリで木の切り方体験（指導＝伊東和哉さん・伊東昌紀さん・森慎一）
　　　　　　　　　　（15:52「かじや（里山交流研修センター前）」発のあやバス西坂線あり）
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【防災 BBQとは】

防災の考え方として誰もが「地域のコミュニティー作りが、防犯と防災に有効だ」と
は分かっているはずです。でも、だからといって「さあ今日から仲良くしましょう」
と素直に声を掛け合えないのもまた事実。打算的な気がする、変人扱いされたらイヤ、
過去のしがらみが……など、いろいろ考えてしまいますよね。その壁を取り払うのに、
バーベキューっていいと思う考え方から始まりました。ご近所さん同士で一緒にバー
ベキューをし、共同作業をして火を囲む、火を囲むと言うことは肩が擦れ合うほどの
範囲に人が集まると言うこと、一緒に肉を切って取り分けて食べて呑んでそれだけで
大半の人は打ち解けるはずです。防災と言うと敷居が高くなり人は集まりませんが、
ＢＢＱなら人は集まる。難しい訓練や危険な作業は嫌だけど楽しいＢＢＱなら人が集

まる。被災時に重要なのは特殊な防災スキルよりも、近所の方
の顔や名前を覚えていたり、この家には一人暮らしのおばあちゃ
んが住んでるとかを知ってる事の方が重要。いわばコミニケー
ションが一番大事なのです。そこでまずはコミニケーションの拡
充をするために防災バーベキューを行い、コミュニテイを形成
する。そのあとで、防災に役立つサバイバルスキルとしてＢＢＱ
を役立てる。それが防災ＢＢＱです。サバイバルスキルではな
くコミニケーションの為のＢＢＱが防災ＢＢＱです。ただ、単
にＢＢＱするだけでは防災意識が高まらないので防災ＢＢＱと
名付けて活動を行なっています。 （京都 BBQ協会・森本隆さん）

【FAX 送信先】０７７３－４７－００８４（里山ねっと・あやべ）

⇒

参加申込書（複数名の場合は全員の名前をお書き下さい）
お名前 電話 ご住所 年齢

（質問・備考など）あれば


